
 

船舶事故調査報告書 

平成２９年１０月１８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突（岸壁） 

発生日時 平成２９年７月６日 １５時００分ごろ 

発生場所 福島県いわき市小名浜港 

 小名浜港第２西防波堤灯台から真方位３１６°１,４６０ｍ付近 

 （概位 北緯３６°５５.８′ 東経１４０°５２.４′） 

事故の概要  貨物船FU
ﾌ ｰ

 QIANG
ﾁ ｱ ﾝ

は、着岸作業中、岸壁に衝突した。 

事故調査の経過 平成２９年７月６日、主管調査官（仙台事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

貨物船 FU QIANG（ベリーズ籍）、６,１５５トン 

９１１５４０６（ＩＭＯ番号）、FU IONG SHIPPING CO., LIMITED 

 乗組員等に関する情報 船長（中華人民共和国籍）、締約国資格受有者承認証 船長（ベリー

ズ発給） 

 負傷者 なし 

 損傷 本船 球状船首部に破口及び凹損 

岸壁 防舷材に割損等 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南東、風力 ３ 

海象：海上 平穏 

 事故の経過 

 

 本船は、船長ほか１６人（中華人民共和国籍１４人、ミャンマー連

邦共和国籍２人）が乗り組み、船長が操船を指揮し、航海士を操舵に

当たらせ、約７ノットの対地速力で小名浜港藤原ふ頭１号岸壁（以下

「１号岸壁」という。）に南東方から接近した。 

船長は、１号岸壁に対してほぼ直角に接近した後に右舷錨を投下

し、右回頭して左舷着けする計画でいたところ、左舷方の藤原ふ頭２

号岸壁（以下「２号岸壁」という。）に他船が着岸中であったので、

早期に右転すると船尾が同船に接触する可能性があると思った。 

本船は、左舷方の２号岸壁に着岸中の他船を通過するとともに、船

長が、右舷錨投下、全速力後進、右舵一杯をそれぞれ指示したもの

の、前進行きあしが止まらず、右転しながら球状船首部が１号岸壁の

防舷材に衝突した。 

船長は、平成２９年６月２８日に本船に乗船し、本事故時、本船で

の着岸操船が初めてであった。 

本船は、サイドスラスタを備えていなかった。 

分析  本船は、船長が、船尾方から風力３の風を受ける状況下、船首方の

１号岸壁に用錨回頭して着ける際、減速を適切に行っていなかったこ

とから、左舷方の２号岸壁に着岸中の他船を通過するとともに右舷錨

投下、全速力後進及び右舵一杯としたものの、前進行きあしを止める



 

ことができず、右転しながら１号岸壁に衝突したものと考えられる。 

 船長が、船尾方から風力３の風を受ける状況下、減速を適切に行っ

ていなかったことについては、本船に乗船後初めての着岸作業であっ

たことが関与した可能性があると考えられるが、その状況を明らかに

することはできなかった。 

原因  本事故は、船長が、船尾方から風力３の風を受ける状況下、船首方

の１号岸壁に用錨回頭して着ける際、減速を適切に行っていなかった

ため、左舷方の２号岸壁に着岸中の他船を通過するとともに右舷錨投

下、全速力後進及び右舵一杯としたものの、前進行きあしを止めるこ

とができず、本船が右転しながら１号岸壁に衝突したものと考えられ

る。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・着岸操船時には、十分に減速して接近し、必要に応じてタグボー

トを配置すること。 

 


